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1  は じ め に

大規模畜産における粗飼料の大量生産および給与過

程においては, 一定量の損失量 (率)が当然視され,そ

の量を無視,ま たは軽視する傾向があるため,その実

態は必ず しも十分に明らかにされていない。そこで,

粗飼料の大量生産および給与過程における物質の動き

と生産との関係を全体的に把握するとともに,今後の

対策や各種畜産団地,公共牧場の設計上の資 料 を う
る目的で,刈取から給与過程までの乾物損失量(率 )に
ついて検討 してきた。その結果,刈取から給与までの

全乾物損失率は,刈取時収量の 580“ ,したが って家

畜の利用率は, 620%に すぎないことが明ら力
'こ

なり,

経営的にも無視できないことが判 った。ここでは,そ
のうちでも大きな割合を占める調製中のロスと採食 ロ

スについて検討した。

2調 査 方 法

1 経営規模の概要
(1)草地面積 :採草地 ω 5ha,放牧地

`00ha
(2)飼養頭数 :黒毛和種成牛 148頭 ,育成牛25頭 ,

子牛80頭

2 損失率の内容と調査方法
(1)調製損失率とその内容

A 刈取収量 :番草別,早刈,遅刈別にレシプロモ
ア(50"X152)ま たは,～ィ′マィン(302× 282)
で帯状に刈取 り,その

`～"点
の乾物収量の平均値。

B 実収量 :対 象回場の全乾草またはサイレージ原
料草をトラッタスケールで秤量し乾物量を求めた。

(2)給与方法と採食損失率
A 給与方法 と採食柵の構造
ルースパーン内不断給餌法とした。

乾草 :採食柵は収納舎壁面に装着,145"× 2,0協

(14“ 間隔の鉄メィプ縦または斜格子 )

サイレージ :① 運動スタンチ ョン飼槽55頭分50a,

② 改良 トレンチサイロ採食柵  40“ 間隔縦格子付10

2,40t容  ③ バンカーサイロ改良型採食柵 スタン
チョン様V字格子,下部バンション付 8250t容
B 調査方法 :ル ースパーン(2セ ット58～ア1頭 )
の飼槽,採食綺前にビニールシートを敷き,韓夕 2回 ,
サイレージと乾草の採食落ちこぼし量を全量測定。糞

尿はフルイで水洗分離。

C 採食損失率
 鐵

る 結 果 と 考 察

1 調製損失率について
調製損失率の求め方には, 2つ の方法がある。すな

わち,調製中の作業行程や様々な条件ごとに要因別の

損失率を算出し積み上げる方法と,それらすべてを包

含する量 として,刈取時乾物量 と製品乾物量の差から

求める方法がある。前者の方法は,要因解析的には有

効であるが,実際には,各要因,条件が多様なため,
それらの条件すべての組合せを考慮 した値を求めるの

はほ とんど不可能である。そこで,まず,すべての条

件を含んだ場合の調製損失率として求めたのが第 1表

である。 この値によれば,乾草の調製損失率は 5ア ～
274¢ (平均 164“ )と きわめて変異が大きく,条 件
によって値が大きく変わることを示 している。また,

番草別,収量別,仕上り日数別にみても,一定の傾向
は認められなかった。

ベールサインージのそれは,11‐ 1`1チ ,平均 146

¢で,乾草調製に比して一般に低い傾向を示 した。な
お,フ ォーレージハーベスターによる細切サイレージ

調製の場合,収量が高い場合で 1,0¢ にのぼ った。

調製損失率

(1-3)
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1表  調製中の損 と
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(1)分解・溶脱損失率について

分解・溶脱損失率はともに,調製損失率を構成する

ものである。

~           10         20        30        40

峰 水 量

第 1図 分解損失率および降水量
と溶脱損失率との関係

注.分解損失率は降水量 0の場合

第 2表  作業機による拾上げ損失率

分解損失率は,生草が調製中に一度の雨にも当らず,
組織が呼吸・分解する過程で生する損失であるが,お

おむね 2～ 5%で あると考えられる(第 1図 )。 さらに
降水による溶脱損失率をみると,降水量が増加するに

っれて値が大きくなることを示 した。また,1番草は ,

2,5番草に比して,降水による溶脱損失率が大きい

傾向があることが判明 した (第 1図 )。 以上のことか

ら,乾草調製における損失は,降水をうけるかどうか

によって,その損失率が大きく変化しうることが推測
される。

(2)作業機による拾上げ損失率

第 2表はベーラー体系における集草,反転およびベ

ール作業の全過程で生する損失 と,フ ォーレージハー

ペスターによる吹上時の損失の状況を示 したものであ

る。ペーラー体系の場合, 6o～
``1¢
,平均 109%,

フォーレージハーベスターは 52%で あった。 乾草調
製では,作業機にかかる回数が少ない程,い いかえれ

ば一般的にみて,仕上り日数の少ない程損失率が低い
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傾向を示した。また,各値をみると,値の幅,お よび

変異係数が大きいことが特徴で,こ の値が,地形,作
業方法,オペ レーターの技術など複雑な要因によって

左右されることを示 している。

2 採食損失率
粗飼料の種類および給与方法と採食率との関係を第

3表 に示 した。乾草給与の場合,121～470%で 平均
148%で あり,^―Л″イレージの場合は,117～ 2`3%
平均 1'0¢ (改良型を除く)で , サイレージ給与の場

合の採食損失率が大であった。いずれの場合も採食襦

第 5表  粗飼料の種類および給与方法と採食損失率

注.ル ースパーン内不断給餌
一頭平均採食量 (サイレージ 44～ 15り,乾草 5～5″ ,濃飼 25″ )

の構造によ って採食損失率が左右されていること,特
にサイ レージではその傾向が顕著であった。一般に ,

採食面から直接給与するよりも,ス タンチョンの様に,

頭部を挿入させて給与させる方式の方が採食損失率が

少なくなることが判明した。そこで,パ ンカーサイロ

の採食糧の構造 をスタンチョン様 V字格子式に改善 した

ところ,約%の 採食損失率に抑えることができた (第

3表 )。 これらのことから,特に集団飼養,不断給餌

法による場合,採食損失率 を最少限に抑えるには,採

食IIの 構造に留意する必要があるものと推察 された。
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寒冷地における黒毛和種去勢牛の屋外肥育試験

渡辺 弘t原 繁男*・ 斉藤孝R・・丹野砧―t・ 春日 博料
(*宮城県畜産試験場 沐*官城県畜産課 )

1ま え が き

近年,1巴育牛の多頭化経営に伴って,設備投資を軽

減 し,併せて省力管理 を図るために,周年屋外飼育に
よる肉用牛の肥育が日本の南部を中心に行われている。

筆者 らは昭和48年 から50年 にかけて,寒冷地における

黒毛和種去勢牛の周年屋外 1巴育試験を実施 し,と くに

増体効果,飼料の利用性と体成績等に及ぼす影響につ
いて検討し,一応の成果をえたので報告す る。

2試 験 方 法

1 試験期間
試験期間は,昭和48年 11月 14日 より50年 1月 28日 ま
での

“

8日 間である。

2 供試牛および試験区分
黒毛和種去勢牛 (肉用牛産肉能力検定不合格のもの)

8頭 を用いた。開始時の平均体重は 3725″,平均月令

は15カ 月であった。これら8頭の去勢牛を屋外区と屋

内区の2群に分けて供試 した。

3 給与飼料
濃厚飼料は和牛産肉能力検定 壼期用 (DOP`o4%,
TDNア27%)を 用い,自 由採食とした。粗飼料 lま牧乾
草 (DO'56¢,TD N4■ 6%)を 草架に投入して自由

採食させた。

4 管理
畜舎は屋内区においては追込舎 2`01″ (76572X
34″ )に 4頭 を収容し,屋外区は

'20イ
(15π X 8")

のパ ドッタを用い,飼槽に片屋根を設け, 休 息 場 は


